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8,000

7,500

7,000

6,500

6,000
平成21年

火災・救助・救急の合計

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

（件）

7,7937,793
7,9767,976

6,5946,594

7,3227,322
7,5867,586 7,5497,549 7,5187,518

8,0558,055

7,5337,533
7,7327,732

　木造建築で火災が発生すると一般的におよそ『2分』経過すると
初期消火が困難になるといわれます。また、『7分』を超えると隣
接する建物に延焼する確率は急激に高まり、さらなる被害を生み出
すといわれ、火災現場では1分1秒がその被害を左右します。
　今月の特集では、深谷市消防本部が取り組む新たな消防力向上の
取り組みを紹介します。

平成30年消防出動件数
火災／73件
救急／7,727件
救助／ 176件

出動件数は
年々増加傾向に！

深谷市消防本部管内
分署等配置図

消防業務の広域化に伴い、平成18年
から深谷市消防本部は深谷市と寄居町
の両市町を管轄しています。

　深谷市消防本部では、8台の救急車を通常
配備して24時間体制で対応していますが、
年々出動件数は増加しています。救急出動の
中には、緊急を要しない場合もあり、件数増
加の大きな原因となっております。
　緊急の場合は迷わず119番通報し、判断に
迷う場合、大人や子どもの急な病気やけがで
受診の判断に迷う時は『♯7119』へご連絡
ください（詳しくは広報ふかや18ページを
ご覧ください）。

進化する深谷の消防力！

深谷式新消防戦術
　『F

フ ァ ス ト

AST A
ア タ ッ ク

TTACK P
プ ラ イ ド

RIDE Ⅲ
ス リ ー

』を本格導入

災への対応力アップ
より強い消防体制へ火

火災への対応力アップ
　　より強い消防体制へ

消防出動件数の推移
深谷市消防本部管内（深谷市・寄居町合計）

ご協力ください！ !
119番通報の適正利用

　
「
１
１
９
番
で
す
。
火
事
で
す
か
？

救
急
で
す
か
？
」
通
報
音
と
同
時
に
ピ

ン
ッ
と
張
り
詰
め
る
指
令
セ
ン
タ
ー
内

の
空
気
―
―

　
通
報
が
入
る
と
的
確
に
状
況
を
聞
き

取
っ
た
後
、
数
分
の
う
ち
に
車
両
が
サ

イ
レ
ン
の
音
と
と
も
に
出
動
し
て
い
き

ま
す
。
平
成
30
年
、
深
谷
市
消
防
本
部

管
内
で
は
１
万
３
０
６
８
件
の
通
報
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
火
災
・
救

急
・
救
助
合
わ
せ
て
出
動
件
数
は

７
９
７
６
件
で
、
毎
日
平
均
20
件
以
上

出
動
し
て
い
ま
す
。

　
関
越
自
動
車
道
や
数
多
く
の
鉄
道
路

線
を
擁
す
る
深
谷
市
消
防
本
部
管
内
で

は
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

２
２
１
人
の
消
防
職
員
が
日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

１
分
１
秒
で
も
早
く
現
場
へ

進
化
す
る
消
防
体
制

　
消
防
車
や
救
急
車
の
到
着
を
待
つ
人

に
と
っ
て
、
そ
の
時
間
は
と
て
も
長
く

感
じ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
現
場
に

駆
け
つ
け
る
消
防
職
員
は
最
も
近
く
で

そ
う
し
た
気
持
ち
に
触
れ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
経
験
を
重
ね
て
い
る
か
ら

こ
そ
１
分
、
１
秒
で
も
駆
け
つ
け
る
ま

で
の
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
普
段
か

ら
あ
ら
ゆ
る
想
定
を
踏
ま
え
た
訓
練
を

行
い
、
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
深
谷
市
消
防
本
部
管
内
で

は
、
救
急
を
中
心
に
出
動
件
数
が
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
時
に
は
、
火
災
な

ど
で
の
出
動
と
救
急
要
請
が
同
時
に
発

生
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
場
合
で
も
適
切
に
対
応
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
４
月
か
ら
車
両
の
運
用
な

ど
を
見
直
し
、
増
加
す
る
救
急
需
要
に

対
応
し
な
が
ら
も
、
火
災
へ
の
対
応
も

同
時
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
本

格
導
入
し
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
４
月
か
ら
さ
ら
に

強
化
す
る
消
防
の
体
制
が
、
い
ざ
と
い

う
時
に
ど
の
よ
う
に
力
を
発
揮
す
る
の

か
紹
介
し
ま
す
。

24
時
間
３
６
５
日

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

深
谷
市
消
防
本
部
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　現場に到着次第、積載している水（CAFS）を使用して
消火を開始するため従来よりも素早く放水できるように
なった。また、順次設備更新を行ったため、4月から市内
全域で安定した出動体制を構築することができた。

　水利確保と放水の両方を行うため各車両とも最大定員5
人が乗車して出動し、現場で分担しながら放水を始めます。
人手が必要な火災現場に人員をかけることができる反面、
出動後の分署が手薄になり、他の救急要請へ最寄りの署で
対応できなくなる可能性がある。

先着隊は到着後、
すぐに放水開始。

原則『CAFS』搭載車

先着隊は到着後、
水利を確保したの
ち放水開始。

後着隊は到着後、
水利を探し先着隊
の補助を行う。 水利 水利

後着隊は現場の状
況を確認し、放水
や補助を行う。

▲新しい消防体制の導入前後の建物火災発生時の出
動人員を比較した表です。新消防体制導入後は、分
署の待機人員が増え、分署間で連携しながら救急隊
を編成することができます。

建物火災時の消防分署体制比較

- 新消防体制
導入前

新消防体制
導入後

出動人員 5人 3人

分署に
待機する人員 0人 2～3人

通
常
の

建
物
火
災
時

消
防
車
両
と
装
備
更
新
で
実
現

放
水
開
始
ま
で
の
時
間
短
縮

効
率
的
な
運
用
で

火
災
に
左
右
さ
れ
な
い
救
急
を

4月以降の消防出動体制
（F

フ ァ ス ト

AST A
ア タ ッ ク

TTACK P
プ ラ イ ド

RIDE Ⅲ
スリ ー

）
従来の消防出動体制

耐震化工事が進んでいます
『市内消防分署』

現在建設中の消防分署イメージ図

消防車が現場に到着してから
放水開始までの平均時間

延
焼
を
防
ぐ
『
3
9
0
秒
』

４
月
か
ら
新
し
い
出
動
体
制
に

　
建
物
火
災
に
お
い
て
、
被
害
拡
大
を

防
ぐ
、
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
延
焼

防
止
。
消
防
庁
の
指
針
に
よ
る
と
、
建

物
が
隣
接
し
た
市
街
地
で
の
火
災
で

は
、
出
動
か
ら
現
場
到
着
、
放
水
ま
で

を
『
６
分
30
秒
以
内
』（
３
９
０
秒
）

に
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
火
災
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す

る
か
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

　地域の消防活動の拠点となる消防分署
の耐震化が進んでいます。現在川本分署
および藤沢分署を建設中で8月頃の運用
開始を目指しています。外壁のレンガタ
イルが特徴で非常用発電機や地震連動開
放シャッターなどの機能を備えています。
　また、岡部分署および豊里分署は
2019年度から建築工事を開始し、
2020年度中の運用を目指しています。

め
、
現
場
ま
で
の
移
動
時
間
の
短
縮
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回

の
取
り
組
み
は
火
災
現
場
に
到
着
し
て

か
ら
放
水
を
開
始
す
る
ま
で
の
時
間
短

縮
に
着
目
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
10
月

の
試
験
導
入
後
、
３
回
の
出
動
が
あ
り

ま
し
た
が
、
消
防
車
が
火
災
現
場
に
到

着
し
て
か
ら
、
放
水
ま
で
に
か
か
る
時

間
は
過
去
の
平
均
時
間
に
比
べ
て
大
き

く
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
実
現
し
た
の
は
、
順
次
更
新

し
て
き
た
最
新
の
装
備
や
車
両
で
し
た
。

新
し
い
出
動
体
制
の
『
要
』

消
防
車
両
・
設
備
の
更
新

　
従
来
の
体
制
で
は
先
着
隊
は
『
現
場

到
着
↓
水
利
確
保
↓
放
水
』
と
い
う
流

れ
で
活
動
を
し
ま
す
が
、
新
し
い
体
制

で
は
『
現
場
到
着
↓
放
水
』
と
な
り
、

放
水
ま
で
の
手
順
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
深
谷
市
消
防
本
部
が
更
新
す

る
ポ
ン
プ
車
に
は
『
Cキ

ャ

フ

ス

A
F
S
』
と
呼

ば
れ
る
放
水
装
置
と
『
電
動
ホ
ー
ス

カ
ー
』
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
『
C
A
F
S
』
は
、
水
と
空
気
と
特

殊
な
薬
剤
を
混
合
し
て
放
水
す
る
装
備

で
、
車
両
に
積
載
し
て
い
る
水
だ
け
で

15
分
間
以
上
放
水
で
き
る
た
め
、
延
焼

防
止
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、

電
動
ホ
ー
ス
カ
ー
は
、
少
な
い
人
員
で

素
早
く
消
火
栓
に
停
車
し
た
消
防
車
か

ら
火
災
現
場
近
く
の
消
防
車
両
に
ホ
ー

ス
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
安
定
し
た

消
防
体
制
の
実
現
へ

　
そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
の
効
果
は

消
火
活
動
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
救
急

体
制
も
含
め
た
消
防
力
全
体
の
強
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
本
格
的
に
導
入
す
る
出
動

体
制
で
は
、
最
新
の
車
両
や
機
器
の
導

入
に
よ
り
少
人
数
で
効
果
的
に
消
火
活

動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
火
災
出
動
が
あ
っ
て
も
、
消
防

分
署
に
救
急
出
動
す
る
こ
と
の
で
き
る

人
員
が
他
の
救
急
出
動
に
備
え
て
待
機

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
下
表
参

照
）。

　
『
救
急
』
を
中
心
に
出
動
件
数
は
増

加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
人
の
生
命
や
財
産
に
直
結
す

る
業
務
を
行
う
消
防
で
は
、
対
応
に
切

れ
目
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
工
夫
を
重
ね
、
深

谷
市
消
防
本
部
で
は
、
よ
り
安
定
し
た

消
防
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

新しい出動体制運用後

（平成30年10月から試験運用開始・計3件）

▲『電動ホースカー』を使用する様子。
通常は人数がかかるホースの延長作業を
少人数で行うことが可能になります。

平成29年度まで
の平均時間 約2分

43秒試験運用期間
平均時間

▲現在建設中の川本分署（写真上）および藤沢
分署（写真下）のイメージ図。

※深谷・花園消防署に設立した『機動消火中隊』と分署消防車両が現地

で合流してペア活動することで、さらに効果的な活動を実現しました。

消防隊の活動と延焼率の変化
８０

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１０

０４ ５ ６ ７ ８ ８～１０ １０
第１着隊の出場～放水開始時間（分）

延焼率（％）（隣棟間隔１メートル以上５メートル未満の火災）

１４．８ １１．５
１８．９ ２２．０

３３．３

５７．６

７１．４

1台に3人乗車 1台に5人乗車現場に6台出動 現場に4台出動

火災への対応力アップ
　　より強い消防体制へ


